
第 2学年 国語科学習指導案
日 時 平成 16年度 10月 29日 ５校時
児 童 男 11名 女 11名 計 22名
授業者 菊池 尚子

場 所 １Ｆ 第 2学年教室

１ 単元名 「話し方をくふうして はっぴょうしよう」

教材名 「あったらいいな、こんなもの」 ―光村図書出版２年上―

２ 単元について

⑴ 教材について

「あったらいいな、こんなもの」は，話し方の工夫や聞くことの大切さを学ばせる教材である。「話すこと・

聞くこと」の学習は，ほかに小教材が二つあるが，単元としてはここだけである。この学年の中心的な「話す

こと・聞くこと」の学習を行うことになる。

教材の冒頭には，「ドラえもん」のキャラクターが登場していて，児童の興味を引きやすいのが特徴である。

また，「こんなものがあったらいいな、便利だな」という話題も児童にとっては，話し合いやすい内容となって

いる。

自由で楽しい雰囲気の中で，「話すこと・聞くこと」の基本的な姿勢に焦点を当てた学習を進めることができ

る教材である。

⑵ 児童の実態

児童は、2年上「ともこさんは どこかな」で，大切なことを選んで順序よく話すことと，人物の特徴を落
とさないように聞くことを学習している。

日常的には朝の会でスピーチに取り組んでいる。話すことに苦手意識を持っている児童が多いので，スピー

チ原稿をもとにした発表ではあるが，少しずつ自信が出てきた児童もいるようで堂々と発表ができるようにな

ってきている。また，国語以外の授業の際にも，自分の考えを人前で話す機会を意図的に設け，話すことへの

意欲付けを図っている。

これらの学習や活動を通して，児童は大切なことを落とさずに順序よく話そうと意識したり，友達の話を注

意して聞いたりできるようになってきている。

⑶ 指導にあたって

本教材の指導にあたっては，「ドラえもん」のキャラクターの影響が強すぎて，児童の発想が「ドラえもん」

に出てくるものに限られてしまうことも考えられる。あくまでも自分と，ペアになる友達との創意工夫から，

楽しい発表会を目指したいと思う。 
学習活動は，大きく四つにわけて考える。第一次では，あったらいいなと思うものを想像し，本単元の見通

しを持つ活動をする。第二次では，二人一組のペアになりどんなものがあったらいいかを相談し，発表の内容

を考える。第三次では，学級での発表会を前に 2ペアを 1グループとしてグループごとに発表練習をする。第
四次では，学級全体で「はつめいひん発表会」を開き，友達の発表を受けて自分がいいと思った物をカードに

書いて見合う活動をする。

発表会をするにあたっては，「お話名人になるには･･･」「聞き方名人になるには･･･」を児童に考えさせたり

する活動も取り入れていきたいと思う。 



３ 研究テーマとの関連

本実践では，相互交流するために対話（話し合い）する場を多く設定することと，話し方のモデル提示をす

ることを考えている。

はじめに，二次で話し手として聞き手に分かりやすく伝えるために，ペアで話す順序を考える場を設ける。

その際に，話す事柄をカード一枚に一つの事柄を書かせて，話す順番にカードを自由に並び替えさせる学習を

させる。この活動ではペアとして組んでいる相手に自分の考えを分かってもらうため，根拠をもった発言や関

連した発言を心がけるようになると考える。

つぎに，発表練習前や発表練習中に「どういう話し方がよいか」「どのような聞き方がよいか」を話し合う場

を設けたい。聞き手がどのようなアドバイスができるかがとても重要になってくる。聞き手には発表会後に感

想を述べるという意識を十分にもたせて，練習や本番に臨むよう事前指導をきちんと行いたい。そして，本単

元で学んだことが，今後の学習にも生かせることを評価などを通して感じさせたい。

また，発表会の際には，どのようにペアで話せば聞き手に伝わりやすいかをモデル提示したいと考える。初

めに提示したモデルと発表会直前に提示するモデルでは，子どもたちの活動によって多少変化が見られると考

える。

上記の二点を行うことにより，児童は相手に内容を分かってもらうため順序や内容を考えた話し方を心がけ

るようになると思う。また，話し手の立場や意図などに注意した聞き方や，相手の心情を思いやる姿勢が育つ

と思う。 
本単元を通して，次の五つの言語活動を明確にしていく。

① 相手意識 学級の友達に対して

② 目的意識 ペアで考えた発明品を分かりやすく伝えるために

③ 場面状況意識 学級での発表会の中で 
④ 方法意識 ペアで話し方を考え，練習することで

⑤ 評価意識 自己評価や相互評価をする場を設ける

４ 単元の目標及び評価規準

◎ 話し方を工夫して，自分たちが考えたことを発表する。

観 点 評 価 規 準 評価場面〔分析方法〕

関心・意欲・態度

・ 「こんなものがあったらいいな，便利だな」と思うものに

ついて考え，友達と相談しようとする。それを学級の友達

に分かりやすく伝えたり，聞いたりしようとする。

・ 観察〔行動分析〕

・ 振り返りカード

〔記録分析〕

話す・聞く 

・ どんなものがあったらいいか，ペアになった人と話し合っ

て決める。

・ 「あったらいいな」と思うものについて，それがどんなも

のか理由は何かなど，話す順序を考えながら聞き手に分か

るように話す。

・ 発表者が「あったらいいな」と考えているものの名前や理

由を落とさずに聞き，分からないことは質問する。

・ 観察〔発言分析〕

・ ワークシート

〔記録分析〕

・ 振り返りカード

〔記録分析〕

能

力

書 く ・ 「あったらいいな」と思うものについて考え，ワークシー

トに書いている。

・ ワークシート

〔記録分析〕

言 語 事 項

・ 「あったらいいな」と思う物の名前や理由がよく伝わるよ

うに，はっきり話す。

・ 丁寧な言葉遣いで発表する。

・ 観察〔発言分析〕



５ 単元の指導計画と評価規準

具体の評価規準 

次 時

指

導

形

態

学習計画 評価規準 Ａ（十分満足） Ｂ（概ね満足）

努力を要すると

判断された児童

への具体的な手

立て 

研究テーマ

との関連

１ １

２

３

一

斉

・「ドラえもん」の道

具の中で自分が欲

しいと思う道具を

あげる。

・観点をもとに「あっ

たらいいな,便利だ

な」と思う物をたく

さん考える。

・発表会をするまでの

学習の流れを知り,

学習の目あてを持

つ。 

・自分の私生活に関わっ

て欲しいなと思う道具

を考えている。

（関･意･態）

・こんなものがあったら,

便利でいいなと思う物

を考えている。

（関･意･態）

・教科書を読んで活動の

流れを把握し ,自分の

目あてを考えている。

（関･意･態）

根拠を持って自

分が欲しいと思

う物を書いてい

る。 

あったらいいな

と思う物を理由

を付けて書いて

いる。

自分の苦手なこ

とに目を向けて、

自分の目あてを

考えている。

自分が欲しいと

思う物を書いて

いる。

あったらいいな

と思う物を書い

ている。

自分の目あてを

考えている。

ドラえもんの道

具の挿絵などを

見せながら，考え

らせる。

生活をする上で

困ったことなど

を想起させ,そこ

から欲しい物を

考えらせる。

発表会まで自分

が何を頑張りた

いのか考えらせ,

目あてを持たせ

る。 

導入の工夫

２ ４

５

６

７

ペ

ア

・ペアになって,どんな

ものがあったらい

いか相談する。

・二人が話す内容・順

序を決めてカード

にまとめる。

・自分のアイディアを出

し合い ,お互いのよい

ところを認め合いなが

ら発明品を決めようと

している。 （話･聞）

・話す内容や順序をペア

を相談しながらまとめ

ようとしている。

（話･聞）

相手のアィデア

のよい点を見つ

けつつ,自分のア

イデァも話しペ

アでお勧めの発

明品を決める。

話す内容や発表

順序を話し合っ

ている。さらに,

ペア発表の仕方

についても考え

ている。

自分のアィデア

を話し,ペアでお

薦めの発明品を

一つ決める。

話す内容や発表

順序を話し合っ

ている。

相手の意見に賛

同し合いながら,

相手の考えた物

にプラスの意見

を付けたせるよ

う一緒に考える。

提示されたモデ

ルに従ってカー

ドを並び替えさ

せる。

モデル提示

発表カード

３ ８

９

10 

ペ

ア

グ

ル

ー

プ

・話す内容を分担し,

ペアで練習する。

・２～３ペアが集まり,

交代しながら発表

練習をする。

・分かりやすい発表にす

るために「お話名人に

なるには･･･」どうした

らよいかを話してい

る。 （話･聞）

・お互いによりよい発表

をするために ,アドバ

イスしようとしてい

る。 （話･聞）

お話名人になる

ためのポイント

をおさえながら,

発表練習してい

る。相手にアドバ

イスしている。

相手に伝わる話

し方になってい

るか聞き,改善し

た方がよい点を

アドバイスして

いる。

お話名人になる

ためのポイント

をおさえながら,

発表練習をして

いる。

相手に伝わる話

し方になってい

るか ,聞いてい

る。 

ペアの友だちと

同時に話す練習

をさせる。

聞くためのポイ

ントをその都度

確認する。

練習の場の

設定

様々な言語

事項の指導

相互評価



４ 11 

 

一

斉

・発表会の準備をす

る。 

・発表会の係分担につい

て話し合ったり,「聞き

方名人になるには･･･」

どうしたらよいかを話

している。

（話・聞）

係分担に関して

意見を出してい

る。また聞き方名

人になるための

ポイントをいく

つか考え話して

いる。

聞き方名人にな

るためのポイン

トをいくつか考

え話している。

板書で確認しな

がら,学習シート

にポイントを書

き込ませる。

12 

本時

一

斉

・発表会を開く。 ・順序を考えながら,大事

なことを落とさずに ,

発明品の発表を話した

り聞いたりしている。

（話・聞）

内容・順序に加え

て,相手が聞きや

すい話し方をし

ている。内容･順

序・話し方に関連

したアドバイス

をしている。

内容・順序を考え

て発表している。

分からないこと

を質問したり,発

表者のよいこと

ろを話している。

発表原稿をもと

に読ませる。チェ

ックポイントに

気を付けさせな

がら聞かせる。

モデル提示

相互評価

13 

14 

一

斉

・友達の発表を聞き,

よかった点をカー

ドにまとめ発表す

る。 

・他のグループの発表の

よいところを認めよう

としている。

（関･意･態）

他のグループの

よい点を書き,そ

のことを周りに

発信することが

できる。

他のグループの

よい点を書いて

いる。

自分のペアの反

省をさせる。

相互評価



６ 本時の指導

⑴ 目標

順序を考えながら大事なことを落とさずに発明品の発表をしたり，聞くことができる。

⑵ 具体の評価規準

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する児童への支援

内容・順序に加えて，相手が聞きや

すい話し方をしている。友達に，内

容・順序・話し方に関連したアドバ

イスをしている。

内容・順序を考えて発表している。

分からないことを質問したり，発表

者のよいところを話している。

発表原稿をもとに読ませる。「お話・

聞き方名人になるために」のポイン

トを常に意識させるように机間巡視

の際に声をかける。

⑶ 展開

段階 学習活動 ○ 指 導 上 の 留 意 点 ◇ 評 価

と

ら

え

る

５

分

１ 発音・発声練習をする。

「学校ガイド」

２ 学習課題を把握する。

はつめいひんのひみつがくわしく分かる

はっぴょう会にしよう。

○ 姿勢・口形・声の大きさに気をつけて練習させる。

○ 「くわしく分かる」という言葉に着目させながら，

活動につなげる。

見

と

お

す

５

分

３ 発表の仕方と聞き方を確認する。

・ 発表のためのモデル提示をする。提示された

後に，自分たちの発表の仕方を確認する。

・ 前時で話し合った「聞き方名人になるには」

どうしたよいかを板書で振り返る。 

○ 上手なペアを 1 組モデルとして提示し，意欲付け
させる。「お話名人になるには･･･」どのような発

表をすればよいかを確認させる。

○ どんな聞き方をしたらよいか押さえさせる。

ふ

か

め

る

25 
分

４ 学級全体で「発明品発表会」を開く。 
・ 1組約１分の発表×10組
お話名人

順序よく

名前，使い方を教えよう

３の声の大きさで，はっきりと

聞き方名人

うなずいたり，拍手したりする

話す人を見る 
と中でしゃべらない

◇ 内容・順序を考えて発表することができたか。分

からないことを質問したり，発表者のよいところ

を話すことができたか。

○ ３～４グループの発表が終わるごとに，感想を発

表させる。努力を要する児童へは，事前に感想発

表の仕方をモデル提示し指導しておく。

ま

と

め

る

10 
分

５ 学習のまとめをする。

・ 自己評価カードで自分のペア発表や話の聞

き方を振り返る。 

・ カードに書いたことを発表し合うことで,友
だちのよさを確かめ合う。（２～3名） 

◇ 友だちのよかったところや頑張ったところに気付

いたか。

○ 友だちの発表についても振り返られるように促

す。 
○ 他のペアのよいところを発表することで,自分たち
も真似してみようという意識をもてるようにす

る。 



⑷ 板書計画
話
し
方
を
く
ふ
う
し
て

は
っ
ぴ
ょ
う
し
よ
う

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
こ
ん
な
も
の
」

は
つ
め
い
ひ
ん

は
っ
ぴ
ょ
う
会

か
だ
い

は
つ
め
い
ひ
ん
の
ひ
み
つ
が
、
く
わ
し
く
分
か
る

は
っ
ぴ
ょ
う
会
に
し
よ
う
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お
話
名
人
に
な
る
に
は
・
・
・

・

じ
ゅ
ん
じ
ょ
よ
く

・

名
前
や
つ
か
い
方
を
話
す

・

３
の
声
の
大
き
さ
で
、
は
っ
き
り
と

・

み
ん
な
の
方
を
見
て
、
よ
い
し
せ
い
で

聞
き
方
名
人
に
な
る
に
は

・

話
す
人
を
見
る

・

う
な
ず
い
た
り
、
は
く
手
し
た
り
す
る

・

と
中
で
し
ゃ
べ
ら
な
い

・

話
が
お
わ
っ
た
ら
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

た
ず
ね
た
り
、
か
ん
そ
う
を
言
っ
た
り
す
る
。

※

発
表
が
終
わ
っ
た
ペ
ア
の
絵
を
は
る
。

絵

絵


